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ひので衛星(SOLAR-B)搭載 0.5 m可視光太陽望遠鏡
 (展示品：主鏡ユニット、副鏡ユニット、排熱鏡ユニット)
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本資料は高度680 kmの軌道上で太陽観測を行うひので衛星（SOLAR-B）搭載0.5 ｍ可視光望遠
鏡であり、国産初の本格的な可視光宇宙望遠鏡としてすばる望遠鏡に採用された17の主要技
術のうち9点を適用して開発された。無重力状態を模擬した世界初の光学性能評価方法は後の
衛星搭載光学機器に継承されている。小型ながら0.2秒角の分解能を達成し、太陽の磁場構造
や太陽フレアの観測などで成果を上げている点で重要である。なお国立天文台所在の展示品
はエンジニアリングモデルであり衛星軌道上にあるものと同等に製作されている。
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